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【公開日】平成19年12月27日(2007.12.27)
【年通号数】公開・登録公報2007-050
【出願番号】特願2006-161784(P2006-161784)
【国際特許分類】
   Ｇ１１Ｂ   7/0045   (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   7/125    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ１１Ｂ   7/0045  　　　Ｂ
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【手続補正書】
【提出日】平成22年2月3日(2010.2.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光を照射して情報記録媒体に情報を記録及び／または情報記録媒体から情報を再生する
ときの記録パワー調節方法において、
　情報記録媒体に複数種類の記録パワーで信号を試し書きし、前記信号の再生信号品質に
基づいて記録パワーを調節する方法であって、
　複数種類の記録パワーＰｗｍを用いて試し書きした信号の再生信号振幅から変調度Ｍｍ
を求めるステップと、
　記録パワー補正項Ｐｃｎを設定するステップと、
　前記記録パワー補正項Ｐｃｎと前記記録パワーＰｗｍとから得られる補正記録パワー（
Ｐｗｍ－Ｐｃｎ）と前記変調度Ｍｍとから、評価値Ｓｍｎ＝Ｍｍｘ（Ｐｗｍ－Ｐｃｎ）を
求めるステップと、
　前記補正記録パワー（Ｐｗｍ－Ｐｃｎ）と前記評価値Ｓｍｎとの関係特性に基づいて、
最適記録パワー補正項Ｐｃ０を求めるステップと、
　前記最適記録パワー補正項Ｐｃ０における補正記録パワー（Ｐｗｍ－Ｐｃ０）と評価値
Ｓｍ０との関係特性を直線近似したときに、前記評価値Ｓｍ０が零となる補正記録パワー
Ｐｔｈ０を求めるステップと、
　前記補正記録パワーＰｔｈ０と前記最適記録パワー補正項Ｐｃ０とを用いて、記録パワ
ー閾値Ｐｔｈを求めるステップと、
　前記記録パワー閾値Ｐｔｈに基づいて最適記録パワーＰｏｐｔを求めるステップと、
を有することを特徴とする記録パワー調節方法。
【請求項２】
　前記最適記録パワー補正項Ｐｃ０を求めるステップにおいて、さらに、
　前記補正記録パワー（Ｐｗｍ－Ｐｃｎ）と前記評価値Ｓｍｎとの関係特性を比較するス
テップと、
　前記関係特性が最も直線状に近くなるときの前記記録パワー補正項Ｐｃｎを最適記録補
正項Ｐｃ０として決定するステップと、
　を有することを特徴とする請求項1記載の記録パワー調節方法。
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【請求項３】
　光を照射して情報記録媒体に情報を記録及び／または情報記録媒体から情報を再生する
光記録再生装置において、
　少なくとも前記情報記録媒体に情報を記録する際の記録パワーを調節する手段を有し、
前記記録パワー調節手段が、
　複数種類の記録パワーＰｗｍを用いて試し書きした信号の再生信号振幅から変調度Ｍｍ
を求める手段と、
　記録パワー補正項Ｐｃｎを設定する手段と、
　前記記録パワー補正項Ｐｃｎと前記記録パワーＰｗｍとから得られる補正記録パワー（
Ｐｗｍ－Ｐｃｎ）と前記変調度Ｍｍとから、評価値Ｓｍｎ＝Ｍｍｘ（Ｐｗｍ－Ｐｃｎ）を
求める手段と、
　前記補正記録パワー（Ｐｗｍ－Ｐｃｎ）と前記評価値Ｓｍｎとの関係特性に基づいて、
最適記録パワー補正項Ｐｃ０を求める手段と、
　前記最適記録パワー補正項Ｐｃ０における補正記録パワー（Ｐｗｍ－Ｐｃ０）と評価値
Ｓｍ０との関係特性を直線近似したときに、前記評価値Ｓｍ０が零となる補正記録パワー
Ｐｔｈ０を求める手段と、
　前記補正記録パワーＰｔｈ０と前記最適記録パワー補正項Ｐｃ０とを用いて、記録パワ
ー閾値Ｐｔｈを求める手段と、
　前記記録パワー閾値Ｐｔｈに基づいて最適記録パワーＰｏｐｔを求める手段と、
を有することを特徴とする光記録再生装置。
【請求項４】
　前記最適記録パワー補正項Ｐｃ０を求める手段が、さらに、
　前記補正記録パワー（Ｐｗｍ－Ｐｃｎ）と前記評価値Ｓｍｎとの関係特性を比較する手
段と、
　前記関係特性が最も直線状に近くなるときの前記記録パワー補正項Ｐｃｎを最適記録補
正項Ｐｃ０として決定する手段と、
　を有することを特徴とする請求項３記載の光記録再生装置。
【請求項５】
　光学的情報記録媒体に対して、記録パワーを変えて光を照射して記録されたパターンの
再生信号から変調度を計算し、当該変調度を用いて照射光の最適パワーを設定する記録パ
ワー調整方法であって、
　前記記録パワーから所定の補正項Ｐｃを減じた値と前記変調度との関係を用いて、当該
補正項Ｐｃの最適値Ｐｃ０を計算し、
　前記記録パワーから当該最適値Ｐｃ０を減じた値と前記変調度との関係において、前記
変調度が実質的に０となる記録パワーの値Ｐｔｈを求め、
　当該Ｐｔｈに所定の定数を乗じた値を前記各記録パターンの記録パワーとして設定する
ことを特徴とするパワー調整方法。
【請求項６】
　光学的情報記録媒体に情報を記録する際の照射光のパワーを設定するためのパワー設定
方法であって、
　記録パワーＰｗを変えて前記光学的情報記録媒体に記録した信号の再生信号振幅から変
調度Ｍを求めるステップと、
　前記記録パワーＰｗの値と、前記変調度Ｍの値を、変調度Ｍが０となる記録パワーＰｔ
ｈを用いたＭ ∝ (１－（Ｐｔｈ－Ｐｃ）／(Ｐｗ－Ｐｃ))なる関数に対してフィッティン
グして、前記補正項ＰｃとＰｔｈの最適値を求め、当該Ｐｔｈを用いて最適記録パワーＰ
ｏｐｔを求めるステップと、を含むことを特徴とするパワー設定方法。
【請求項７】
　情報記録媒体に対して記録のための光を照射する光ピックアップと、当該光ピックアッ
プから照射される光のパワーを制御する制御部とを有し、
　当該制御部が、
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　記録パワーＰｗを変えて前記光学的情報記録媒体に記録した信号の再生信号振幅から変
調度Ｍを計算し、
　前記記録パワーから所定の補正項Ｐｃを減じた値と前記変調度との関係を用いて、当該
補正項Ｐｃの最適値Ｐｃ０を計算し、
　前記記録パワーから当該最適値Ｐｃ０を減じた値と前記変調度との関係において、前記
変調度が実質的に０となる記録パワーの値Ｐｔｈを求め、
　当該Ｐｔｈに所定の定数を乗じた値を前記各記録パターンの記録パワーとして設定する
ことを特徴とする情報記録装置。
【請求項８】
　情報記録媒体に対して記録のための光を照射する光ピックアップと、当該光ピックアッ
プから照射される光のパワーを制御する制御部とを有し、
　当該制御部が、
　記録パワーＰｗを変えて前記光学的情報記録媒体に記録した信号の再生信号振幅から変
調度Ｍを計算し、
　前記記録パワーＰｗの値と、前記変調度Ｍの値を、変調度Ｍが０となる記録パワーＰｔ
ｈを用いたＭ ∝  (１－（Ｐｔｈ－Ｐｃ）／(Ｐｗ－Ｐｃ))なる関数に対してフィッティ
ングして、前記補正項ＰｃとＰｔｈの最適値を求め、当該Ｐｔｈを用いて最適記録パワー
Ｐｏｐｔを求める手段を有することを特徴とする情報記録装置。
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